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イメージから「自分の読み」をつくる国語の授業 
 
 
 
１ イメージを組みあげ，かたちづくる 
 本校国語部では，イメージを中核に据えた学習を重視している。それは，言葉を吟味してイメージを豊
かにしている状況が，「真の学び」を育んでいくと考えるからである。そして，その状況に欠かせないも
のとして，「言葉や叙述とつなぐこと」「視点に立つこと」「言語化すること」を位置づけた。また，状況
を創り出すために，①表現活動を重視する，②言葉にこだわらせる，③自分なりの読みから自分たちの読
みへ，④子どもの読みの意味づけ価値づけ，を具体的な手だてとして実践を積み重ねてきている 1)。 
 このようなイメージは，さまざまなかかわりの中で，より深まったり広がったりする。このかかわりは
相互作用とも言え，「社会や文化とのかかわり」「内容と方法のかかわり」「かかわりそのものとしての教
室」をそれぞれ考えてきた。そして，そのようなかかわりを通して，子どもたちがイメージを組みあげて
いく中に，教師の「教えること」を見出してきた。具体的には，様々な言語文化を示し，深くかかわらせ
ること，それぞれのかかわりのかかわり方を示すこと，子どものイメージをコーディネートすること，豊
かな言語環境を用意すること，子どもの学んだことを，かかわりを意識して意味づけ価値づけすることな
どを，見いだしてきている 2)。 
 さらに，組みあげたイメージを，パフォーマンスとしてかたちづくる単元構成や授業を構想してきた。
パフォーマンスとは表現活動であり，それを単元の流れの中に組み込むことで，「教えること」を明確化
しながら新たな「学ぶこと」をとらえ直そうとしてきたのである。その結果，明確化した「教えること」
は，①読み深めることと読み広げること，②方法を意味づけ・価値づけること，③言語感覚を磨くことの
３点であった。また，新たな「学ぶこと」は，①話すこと・聞くこと，②自己評価にかかわることの２点
をとらえ直した 3)。 
 本年度は，国語科における「真の学び」を「自分の読み」と定義し，イメージを豊かに，あるいは確か
にしながら，「自分の読み」をつくりあげていくことについて提案する。 
 
２ 「自分の読み」をつくる 
 まず，ここで言う「読み」とは，イメージを言語化して解釈したことや思考したことなどである。した
がって，イメージを重視することには変わりがない。このイメージの系統性については，仮説的に，①具
体から抽象へ，②部分から全体へ，③単独から相関へ，④意味のレトリックから構成のレトリックへと設
定している。つまり，このような系統に即して言語化し，解釈したり思考したりすることが「読み」なの
である。また，イメージ化の対象は，登場人物の様子や行動，心情や人柄，場面の様子や情景，事例や実
験の具体，などであるが，言語化を方法とすることから，他にもいろいろ考えられるだろう。 
 これまでの研究でも明らかにしてきたように，子どもたちが確かなる知を獲得するために，「自分なり
の読み」から「自分たちの読み」へという状況を設定することが重要である。子どもたちは，物語や説明
的文章，あるいは様々な言語文化と出会う。そして，言語文化に触れたり浸ったりすることで，子どもた
ちの多声性が芽生える。つまり，言語文化と相互作用を行う中で，その子なりのものの見方や感じ方でそ
の言語文化を解釈するのである。これを「自分なりの読み」と呼んでいる。 
 しかし，この「自分なりの読み」は，その子にとっては意味があり価値あるものであっても，そのまま
では閉じた読みであり，それ以上に深まったり広がったりすることは難しい。また，独りよがりな読みや，
誤った読みの場合もあるだろう。そこで，この「自分なりの読み」を伝え合い，分かち合って読み深めた
り広げたりするのである。このようにして高まった読みを「自分たちの読み」と呼んでいる。 
 そして，「自分の読み」をつくる方法として，パフォーマンスを用いる 4)。子どもたちは，表現活動を
通して，「自分たちの読み」を「自分の読み」にするのである。これは，模倣であれ追体験であれ，言語
文化を具体的に実践していることにつながる。そして，
「かかわり重視の教育モデル」の各観点は満たされる。
つまり，思考や判断はパフォーマンスという表現を通
して多面的なものの見方や考え方となるし，表現はパ
フォーマンスがそのまま当てはまるし，知識・理解も
パフォーマンスの言語文化との関係性の中で創出され
るのである。 
 以上をまとめると，「自分なりの読み― 自分たちの
読み― 自分の読み」という流れになる。これは，単元
の構成である「導入― 展開― 終末」や，三読法の「通
読― 精読― 味読」とも合致する。そして，このプロセ
スの中に，学んだことの意味づけや価値づけが含まれ
るのである。これらを「真の学び」単元モデルと合わ
せて整理すると図１のようになる。 
 
３ 「自分の読み」をつくる過程で留意すること 
 「自分の読み」をつくる過程の概略は上述の通りで
ある。ここでは，実際の教材を単元化するとき，また，
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図１ 各単元構成の比較 
その単元を実際に展開しているときの留意点について，以下に５点示すこととする。 
①「自分なりの読み」を確保する時間をとる 
 「自分なりの読み」を形成するのは，基本的に個別学習である。子どもたちが，一人一人テキス
トに向かい，対話しながら進めていく。したがって，家庭学習などでも可能に思われるが，子ども
によっては個別指導が必要な者もいるし，家庭学習が困難な者もいる。そこで，学校の国語の時間
を用いて活動させる。もちろん，学校だけで「自分なりの読み」が完成できない場合は家庭学習と
してもよいが，子どもの負担にならないように留意したい。 
 また，この「自分なりの読み」を次の過程の伝え合い・分かち合いを目的とする，一つの準備と
は位置づけないようにする。「自分なりの読み」は基本的に言語化して文章でまとめることが多い。
したがって，「書くこと」の学習にもなる。つまり，伝え合い・分かち合いのためにもなるのである
が，「書くこと」の力を身につけるためにもなっているのである。 
②自己決定・自己選択できるようにする 
 「自分なりの読み」を形成するときは，子ども一人一人が自分なりのこだわりをもって，叙述を
選択するようにする。そして，なぜその叙述を選択したのかということを考えることで，イメージ
化が促されるのである。 
 また，「自分たちの読み」を形成するときも，他者の「自分なりの読み」に賛成かどうかを決める
ように促す。これは，子どもたち一人一人が自己決定することになる。そして，自己決定したこと
をもとに伝え合い・分かち合いに参加していくことで，「自分たちの読み」はより高次の読みへと高
まっていくのである。 
 この自己決定・自己選択は子どもの意志を強くする。そして，たくましい意志を持った子どもた
ちは，学習に対する意欲や関心を持続させながら，活動し続けるのである。 
③自己認識・受容を促す 
 「自分なりの読み」は一度形成したら，次の過程まで放置しておくのではなく，読み返す時間を
とる。それは，伝え合い・分かち合いの前であったりその最中であったりいろいろである。ただ，
この読み返すことが，自分はこんな言葉や叙述にこだわっていたのかという認識になり，自己認識
につながる。 
 各過程で読みを形成した後には，学んだことを振り返る時間をとる。各学習時間後の振り返り作
文を書く時間がそれである。子どもたちは，その時間に学んだことを振り返り，自分自分を認識す
る。さらに，学んだことに意味や価値が付与されることで，自分自身に意味や価値を見いだすこと
が可能となり，自己受容につながる。 
④他者認識・他者受容を促す 
 「自分たちの読み」の過程では，他者の読みを聞くという活動が不可欠である。これは，他者の
ものの見方や考え方を知ることになる。つまり，他者を認識することになるのである。それに賛成
かどうかを決定することは上述の通りであるが，これが他者を受容することになる。 
 賛成が続く場合は，他者を受容しているということが分かりやすいだろう。反対で対立するよう
な場合でも，両方の意見を教師がきちんと意味づけることで受容につながる。また，この意味づけ
を子どもに任せるのも一つの方法である。つまり，「今，…と…で意見が対立しているが，これをう
まくまとめる意見はないか」と問うことで，子どもたち自身が対立を解消するのである。 
⑤コーディネーターとして参加する 
 教師がコーディネーターとなって伝え合い・分かち合いに参加することは，これまでにも提案し
てきた。子どもたち一人一人が「自分なりの読み」や他者に対する賛成や反対を持っているのだか
ら，教師は，それらを組み立てて「自分たちの読み」をより高次なものする。また，「自分たちの読
み」から，それまで気づかなかった読みを個人に内面化する「自分の読み」でも，再構築を援助す
るのである。 
 また，「自分なりの読み」を組み上げて
いく授業をコンサートのレトリックで考
えるとき，演奏家一人一人が持っている
音色を織り上げて一つの曲をつくりあげ
ていくコンダクターにも喩えられるだろ
う。教師は授業のテンポも考えながら，
「自分たちの読み」の形成に参加してい
くのである。 
 
４ 「読み」の方法をつなぐ 
 「読み」の方法は，これまでも提案してきて
いる。ここでは，つながりの生成の一つとして
読みを形成する方法として再提案する。表１は，
「自分なりの読み」「自分たちの読み」「自分の
読み」をそれぞれ形成するための方法を整理し
たものである。このカテゴリーとなっている
「方略」「認識の方法」「レトリック」について，
以下に説明する。 
（１）方略 
 文学教材でも説明的文章でも，一つのまとま
表１ 方法とのかかわり方 
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・題名を読む 
・出来事や段落に着目する 
・行動や様子に着目する 
・登場人物の心情や人柄に着目する 
・感覚語に着目する 
・視点に立つ（同化，異化，同化⇔異化） 
・身体化する 
・主題や要旨に着目する 
・多読する           
?
?
?
?
?
 
・順序に着目する 
・比較する 
・仮定する 
・統合，類別する 
・類推する 
・関係に着目する 
・多面的，多元的に見る 
・総合する         
?
?
?
ッ
?
 
○意味のレトリックに着目する 
 ・オノマトペ 
 ・比喩表現 
 ・倒置，省略法 
 ・反復，対比表現 
 ・反復の中の対比表現        
○構成のレトリックに着目する 
 ・文体 
 ・反復構造 
 ・ファンタジー構造 
 ・序－ 本－ 結（起承転結） 
 ・事例列挙 
 ・回想構造 
 ・額縁構造             
った作品を読むときの読み方である。これらを読みの方略として意味づけ・価値づけることで，一つの作
品から他の作品へと転移させることができる。例えば，「一つの花」で父親や母親の心情に着目した読み
方が，「ごんぎつね」のごんや兵十の心情に着目することへとつながっていくのである。 
（２）認識の方法 
 認識の方法は，作品全体というよりは，叙述を詳細にイメージしていくときの方法と言える。つまり，
言葉や叙述にこだわって，読みを豊かにしていくときに活用されるのである。例えば，「比較」は，その
言葉があるときとないときと比べることでイメージは豊かになる。また，「統合・分類」は，段落相互の
関係と密接であり，様々な説明的文章で活用できる。 
 この認識の方法も，子どもたちの「真の学び」として意味づけ・価値づけをすることで，一つの叙述や
作品から他の作品に転移していく。つまり，子どもたちが，認識の方法を読みの形成の道具として意識で
きるときに，他へつながっていくのである。 
（３）レトリック 
 まず，「意味のレトリック」は叙述を詳細に，「構成のレトリック」は作品全体に，それぞれ読みの形成
方法として考えている。前者は認識の方法と同様に，後者は方略と同様に，一つから他へ転移していく。 
 このレトリックでつながりを生成する方法は，一つの作品から多読をめざすときに活用することもでき
る。例えば，「大きなかぶ」の反復を読解しながら，同じように反復のあるお話をたくさん読むのである。
そして，反復のあるお話と「大きなかぶ」を，認識の方法の「比較」を用いて読み比べ，読解活動を活性
化することもできるのである。 
 
 以上は，それぞれが相互に関連しているものとしてとらえている。また，それぞれの系統性も簡単なこ
とから難しいこととなるように考えているが，必ずしも簡単なことが低学年とは限らない。つまり，螺旋
的，有機的なものなのである。ただ，方法だけに固執してそれぞれの読みが技術的に陥らないように注意
したい。やはり，内容と方法は切り離せないものとして，両方重視したいと考えている。 
（服部英雄・古賀智子） 
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